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1.はじめに 

現在日本で利用されている検索エンジンは Google と Yahoo が約９割を占めており、日本で代表する検

索サービスとなった。この 2 大企業がオンライン広告市場の覇権を争っている。では、この 2 つの企業

はどういった違いがあるのか。。 

 

2.Google と Yahoo!の違い 

(1)Google と Yahoo!の機能 

Google と Yahoo!は検索サービスを扱った企業だが、検索アルゴリズムは同じである。検索アルゴリズ

ムとは検索したキーワードに対してどのような順番で Web ページを並べるかを決定する仕組みのこと。

Yahoo!が Google の検索エンジンを採用し、活用しながら独自の要素を追加して運用している。 

(2)Google と Yahoo!の収益構造 

Google と Yahoo!は無料でサービスを活用できるのに、どうやって収益を出しているのか。Google の

売上高は全体の 87%が広告収入である。広告収入といっても Google 検索自体には広告なんて貼られて

いない。実はネットに広告を出したい企業とネットのサイト運営社両者を仲介しているのが Google で

ある。両者を仲介する手数料として企業からのスポンサー料の一部を受け取る仕組みになっている。

Yahoo!では売上高で 65%を占めているのが「コマース事業」となっている。コマース事業とはヤフオ

ク!、Yahoo!ショッピング、Yahoo!トラベルなどの e コマース関連サービス、Yahoo!プレミアム、

Yahoo! BB などの会員向けサービス、Yahoo!ウォレット、Yahoo!カードなどの決済関連サービスのこ

と。ヤフオク！や Yahoo ショッピング、Yahoo トラベルなどで売り上げが大部分を占めている。 

 

3．Google と Yahoo!の経営戦略 

Google と Yahoo!の経営戦略の違いを端的に表すと、Google は「索引」であり、Yahoo! は「目次」

である。Google は「世界中の情報を整理して、世界中の人が誰でも簡単にアクセスできて使えるよう

にすること」を目的としており、Google のサイトに長く立ち止まるのではなく、早く必要なページへ

進んでもらうこと、つまり、むしろ滞留時間を最短にすることをめざしている。それに対して Yahoo! 

はいわばデパートのような経営戦略であり、そこに来ればニュースでも天気予報でもショッピングでも

求人情報でも、すべてが得られるように構築されていて、できるだけ多くのコンテンツを提供すること

により、自社のサイトの滞留時間をできるだけ長くすることをめざしている。 

 

4.Google と Yahoo!を使った経営戦略 

(1)SEO 対策 

SEO 対策とは、検索結果で自社サイトを多く露出をするために行う対策のこと。検索エンジン最適化

とも呼ばれている。SEO 対策では質の高い被リンクが集まるコンテンツ作りが大切だ。独自性の無いコ
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ンテンツであれば、わざわざリンクを張って紹介しない。それらコンテンツとは違い、紹介したくなる

ようなコンテンツ作りをしていれば、自ずとコンテンツに付けられていく被リンクも質が高くなってい

くだろう SEO 対策を行って上位表示を実現するためには、内部対策、外部対策が必要となってくる。内

部対策では、検索結果において自社サイトの順位をアップするために行う、コンテンツの充実度や頻

度、内部リンクの構造などの施策をする。外部対策では、以前までは被リンクばかりが注目されてい

た。被リンクは今でも重要だが、思わず誰かに紹介したくなるような有用なコンテンツを作ることで、

被リンクは自然と集まってくる。少しでも効率的に被リンクを集めること。 

(2)リスティング広告 

リスティング広告とは Google 広告や Yahoo!スポンサードサーチなどを始めとする検索エンジンと連

動した広告のことを指す。検索連動型広告とも呼ばれ、設定したキーワードに対して検索がされた際に

広告が表示される。主に、SEO では上位表示を狙えないキーワードや、競合も広告を出稿しているキー

ワードなどに対して出稿を行う。リスティング広告のメリットとしては、費用をかける分即効性が高い

ことが特徴になる。広告の表示枠は自然検索よりも上部に用意してあるため、SEO を行っても勝てない

ようなサイトよりも上位に表示することができる。また、SEO では上位表示に 3 ヶ月から～半年かかっ

てしまうようなキーワードでも、リスティング広告では比較的短期間で SERP（検索結果画面）上位に

表示することができる。そして、少額から始めることができるので、他の広告媒体などよりも少ない金

額で効果検証を行うことができる。更に Web という特性上、成果までの指標が数多くあり、細かく素早

い PDCA を行うことができる。PDCA のスピードが高い分、成果につなげやすいという特徴もある。  

 

5.おわり 

今回 Google と Yahoo を使った経営戦略についてまとめてみて、Google と Yahoo!は同じ検索エンジン

を活用している。Google と Yahoo!の経営戦略では、Google では、サイトの滞留時間を最短にすること

をめざしている。Yahoo!は、逆にサイトの滞留時間を長くすることをめざしている。シンプルに検索技

術のみを追求してきて、その収益源は主に広告である Google と検索エンジンの開発は継続している

が、コンテンツに力を入れている Yahoo、どちらも経営戦略は大きく違ってくる。また、Google と

Yahoo!を使った経営戦略において、自社のサイトを検索結果で多く露出するために SEO 対策や検索結果

に表示されるためにリスティング広告などの対策をする。SEO 対策はやることで確実に効果がある。

SEO 対策とはユーザーと向き合っていき、誰のためのコンテンツなのかをしっかりと考えていかなけれ

ばならない。 

リスティング広告では、SEO 対策では上位表示を狙えないキーワードや、競合も広告を出稿している

キーワードなどに対して出稿を行う。リスティング広告のメリットとしては、ユーザー検索に連動して

表示されるので高い効果を期待できる。少ない予算から始めることができる。どちらの対策も簡単では

ないがしっかりと対策することが大切だ。 
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